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●所在地 
兵 庫 県 消 防 防 災 航 空 隊 
神 戸 市 航 空 機 動 隊 

〒６５０－００４６ 
 兵庫県神戸市中央区港島中町８丁目１番 
           神戸ヘリポート内 
 



1．兵庫県の紹介 

兵庫県は、県域が日本海から太平洋にまたがり、日本の縮図ともいわれるように、広大で多彩

な県土を擁し、また、日本標準時子午線が通過しており、日本のヘソとなっております。 

 

 

 

 

面  積                 ８，３９４．９２ k ㎡ 

人  口（Ｈ１７．４．１現在）     ５，５８２，２４２ 人 

最 高 地（氷 ノ 山）            １，５１０ m 



２．隊員構成 

 

機動隊長      １名 

 

操縦士       ７名 

 

整備士       ７名   

 

航空救助隊員 １１名 

神戸市隊員       ４名 

   兵庫県下派遣隊員 ７名 

 

 

 

３．兵庫県消防防災航空隊のあゆみ 

S55．7．8 防災ヘリコプター「ひょうご」ベル式２２２型が配備され、兵庫県警察

航空隊に運行管理を委託 

S63．10．13 防災ヘリコプター「ひょうご」川崎式 BK-117A-4 型に更新 

H0．7．14 機体を川崎式 BK-117B-1 型に型式変更 

H8．7．30 機体を川崎式 BK-117B-2 型に型式変更 

H8．9．1 兵庫県下８消防本部から派遣された８名に兵庫県知事公室消防課

の併任辞令を交付 

H8．9．2 神戸市消防機動隊のもと、９月２０日まで発隊前の研修指導を受

ける 

H8．9．24 大阪国際空港ターミナル仮事務所において発隊準備を開始 

H8．10．21 兵庫県消防防災航空隊発隊 

H9．4．1 機構改革により、兵庫県知事公室消防防災課から兵庫県知事公

室消防課に所属移動される 

H12．4．1 機構改革により、兵庫県知事公室消防課から兵庫県企画管理部

防災局消防課に所属移動される 

H16．4．1 兵庫県１機、神戸市２機所有の消防（防災）ヘリコプターの共同運

航を開始 

これに伴い、兵庫県消防防災航空隊事務所を大阪国際空港から

神戸ヘリポートに移転 

H16．8．1  常時２機運航のために必要な整備士を採用し、常時２機体制の本

格運航を開始 

H18．3．31  機体を川崎式 BK-117C-2 型に更新 



４．保有機の機種・性能・諸元 

機 
 

 
 

 
 

 
 

体 

形 式 川崎式 ＢＫ－１１７ Ｃ－２型 

登 録 番 号 ＪＡ２８ＨＹ 

全 長 ／ 全 幅 ／ 全 高 １３．０３ｍ／１１．００ｍ／３．９６ｍ 

最 大 離 陸 重 量 （ Ａ ） ３，５８５ｋｇ 

空 虚 重 量 （ Ｂ ） 

２，３５２ｋｇ 

 （救助ウインチ装置、地上連絡用拡声装置、隊員

降下装置、１０人標準座席、機外吊り下げ装置） 

有 効 搭 載 重 量 （ A - B ） １，２３３ｋｇ 

搭 載 燃 料 ／ 重 量 ジェット燃料 A-1／６９３ｋｇ（８６６ℓ） 

燃 料 消 費 量 １９５ｋｇ/ｈ（２４４ℓ/ｈ） 

標 準 座 席 数 １０座席 

最大座席数（ﾊｲ・ﾃﾞﾝｼﾃｨ・ｼｰﾄ設置時） １１座席 

エン 

ジン 

型 式 名 ツルボメカ・アリエル １Ｅ２ 

連 続 最 大 出 力 ６９２ｓｈｐ（馬力）×２基 

性 
 

能 

最 大 速 度 ２６８ｋｍ/ｈ 

最 大 巡 航 速 度 ２４６ｋｍ/ｈ 

最 大 航 続 時 間 ３時間３５分 

最 大 航 続 距 離 ７００ｋｍ 

主

要

装

備

品 

救 助 用 ウ イ ン チ 装 置 電動式、最大荷重２７０ｋｇ、ケーブル９０ｍ 

隊 員 降 下 装 置 （ラペリング・キット） ４名が同時に下降可能 

機 外 吊 り下 げ装 置 （カーゴ・フック ） 最大荷重１，５００ｋｇ 

空 中 消 火 タ ン ク 装 置 タンク最大容量８００ℓ 

地 上 連 絡 用 拡 声 装 置 出力２００Ｗ×２基 

救 急 患 者 搬 送 用 担 架 装 置 担架１台、医療用機器・酸素ボンベ搭載可能 

G P S - M A P 装 置 ＤＭＳ-９０ 

ヘ リ コ プ タ ー テ レ ビ 電 送 シ ス テ ム 

カメラ：Ｕｌｔｒａ８５００（可視・赤外線） 

カメラハウジング：回転角 水平垂直３６０°連続、

防振装置付き 

機内設備：カメラ操作装置、カメラ制御装置 等 

       



５．各種活動内容 

  

 林野火災 

１ 焼損範囲、延焼状況、延焼拡大方面等の報告 

２ 撒水器による空中消火 

３ 現場最高指揮者の上空からの偵察 

４ 消防隊員の輸送、活動資機材の空輸及び現場 

付近に設置した簡易水槽への消火用水の空輸 

５ 写真及びビデオの撮影と事後検討資料の収集 

６ 飛び火の有無等現場周辺の警戒・監視活動の実施 

７ 登山者に対しての避難誘導 

 

 救助活動 

１ 現場の特定及び状況の確認 

２ ラペリングまたはホイスト降下による航空救助隊員   

の現場投入 

３ 減圧式担架、エバックハーネス等の資機材を使用しホイスト救出 

４ 地上部隊の誘導 

５ 救助資機材の空輸 

６ 潜水器具を使用しての水中検索、救出活動の実施 

７ 写真及びビデオの撮影と事後検討資料の収集 

 

 救急現場 

1． 火災現場や救助現場からの負傷者の搬送 

2． 緊急を要する負傷者の医療機関への搬送 

3． 遠隔地の救急患者の搬送 

4． 転院患者の病院間搬送 

5． 医師、医療資器材の搬送 

 

 その他の活動 

1． 防災パトロール 

（ア） 災害危険箇所等調査 

（イ） 災害予防広報 

2． 訓練 

（ア）自隊訓練 

（イ）各機関との連携訓練 

 

 



６．災害活動 

 

災害区分 
計 

火災 救助 救急 その他 

県内 
県外

応援 
県内 

県外

応援 
県内 

県外

応援 
県内 

県外

応援 
県内 

県外

応援 
合計 

平成

15 年 
２  ５  １４    ２１  ２１ 

平成

16 年 
１０ １ １４  ４９  ７  ８０ １ ８１ 

平成

17 年 
１１ ２ １０  ８４  ２  １０７ ２ １０９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


